
​『本という扉を開けて、自分らしい未来へ』　S.K​

​琴の演奏に熱中した、新しい発見の小学生時代​
​　滋賀県で生まれ、何度か引っ越しを経験して、幼稚園を卒業するタイミングで東京に来ました。​
​小学校に入って一番心に残っているのは「音楽会」です。合奏で初めて「琴」を演奏することに​
​なったんです。最初はとても難しくて苦戦しましたが、たくさん練習を重ねるうちに弾けるように​
​なっていきました。大きな楽器を自分の手で操り、一音一音奏でられるようになったときの達成感​
​は今でも忘れられません。「練習すればできるようになるんだ」という成功体験は、私にとって大​
​きな自信になりました。​
​　また、放送委員としての活動も大切な宝物です。友達と一緒に、自分たちで選んだCDを流した​
​り、ライブ放送をしたり。「本を読む時の表現力がいいね」と褒められたことも、自分の「好き」​
​を確信させてくれるきっかけになりました。​

​コロナ禍の寂しさと、京都・奈良で綴った中学の1ページ​
​　中学校生活は、新型コロナウイルスの流行という大きな変化から始まりました。行事がなくなっ​
​たり、学校が休みになったり……。友達に会えず、思うように勉強もできない日々はとても寂し​
​かったです。学校に課題を取りに行って、家で一人で進めてまた提出しに行く。そんな毎日は、どこ​
​か物足りなさを感じていました。​
​　でも、中学の最後に最高の思い出ができました。修学旅行で京都と奈良に行けたんです！金閣寺​
​や清水寺の美しさに感動したり、奈良公園で鹿にせんべいをあげたり。鹿の勢いがすごくてちょっ​
​と怖かったのも、今では楽しい思い出です。大変な時期もあったけれど、最後はみんなと笑顔で締め​
​くくることができました。​

​通信制高校で見つけた「自分に合う学び」と「本への情熱」​
​　​​高校受験では私立の女子高に合格し入学しましたが、残念ながら自分には合わず、違う学校に行​
​くことを決めました。結果的に進学した通信制の高校が、私にはとても合っていました。自分の​
​ペースで学べるスタイルや、防災教室にケーキ作りといったユニークな行事の数々。自分らしくい​
​られる環境のおかげで、自然と友達もできました。​



​　高校生活で一番頑張ったのは勉強です。特に3年生の時、オープンキャンパスで受けた体験授業が​
​運命を変えました。「この分野をもっと深く知りたい！」と心から思えたんです。英語の文学や歴​
​史も素敵だけれど、私が本当にやりたいことはここにある。そう確信してからは、合格を目指して​
​必死に机に向かいました。​

​大好きな本とともに歩む未来​

​　これからは大学に進学し、司書の資格取得を目指します。本が大好きで、よく都内の本屋さんを​
​巡っています。大学では「図書館サポーター」のボランティアにも挑戦したいと思っています。本の​
​整理だけでなく、読み聞かせを通して、物語の楽しさを誰かに伝える表現力も磨いていきたいです。​
​これからの生活では、自立することや人との関わり方を大切にしながら、大好きな本に囲まれた道​
​を一歩ずつ進んでいこうと思います。​
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​高校：私立女子校から通信制サポート校へ　⇒大学進学​
​利用時期：2024年8月～　　参加プログラム：週1~2日の平日セッション​
​TEENSで行っていたこと：生活や気持ちの振り返り、学習​
​長所：計画を立ててコツコツを作業に取り組めるところ​
​過去の自分に一言：きっと自分に合った場所が見つかると思うよ​
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